
平成２6年８月３日(日) ＮＰＯ法人 伊賀の伝丸                                    コロナ渦で見えてきた格差 

20２１年６月６日(日) 

 

理事長：山田 ロサリオ 
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パンデミクで外国人が直面
する情報及び支援の格差 



自己紹介 
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◆出 身   ボリビア 
 

◆国 籍   ボリビア 
 

◆来 日   1989年 
 

◆理 由   日本人との結婚 
 

◆家 族   娘3人（ボリビア生まれ） 
 

◆職 業   ボリビア：看護師 日本：NPO法人理事長    

         労働基準監督署（相談員） 
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日本来て、３０年になります 

日本語 ０ 

たどたどスピーチ 



 

◆設   立： 1995年9月（関西ボリビア人会） 
           

          2010年4月（日本ボリビア人協会に変更 

           

          2012年3月（NPO法人認証） 
 

◆活動地域： 三重県津市を中心に、愛知、神戸、大阪、 

          東京など 
 

◆活動目的： 在日ボリビア人に対する生活情報の提供 
          および、生活支援 
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NPO法人日本ボリビア人協会 



津市の外国人住民の割合           

      約3％ 
 

三重県の外国人住民の割合  

     約2.6％ 
  前年比＋9.７％ 

5 

津市 三重県 

ブラジル 2118 12993 

中国 1495 7734 

フィリピン 1298 6554 

韓国 463 4436 

ベトナム 865 4332 

ボリビア 36４ 974 

インドネシア 302 1487 

ネパール 260 968 

タイ 255 1391 

ペルー 156 3057 

その他 667 3739 

8240 47665 

どれくらいの外国人が住んでいるの？？ 

令和元年調べ 三重県HPより 
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生活相談窓口 

マナー講習 

リーマンショックの時に、雇用保険について 
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    外国人が受けるコロナ情報の格差 
 

★外国人に対してコロナ情報を各母国語で配信されて 

    いるものの、日本語が出来ないと、その情報に 

  たどり着けない。   

    

★外国人が受けるコロナの情報がすくない。 

 

★外国人が直面する恐怖 

     人によっては感染したり、感染の症状が出ていても、 

  周りの人に迷惑をかけたくない、日本語が分からな 

     いために、感染していることや感染の経緯を伝えな 

    かったり、症状が出ても検査をしないことが多い。 



★感染した事例 

 ある県では外国人が２０人弱が集団感染した事例がある。 

 その外国人の多くは日本語が出来ず、十分な情報を得られ 

 ていなかった。多くの支援団体等が外国語での情報を呼び 

 かけているが、地元での情報を得ることは難しい。 

 

★三重県での対策 

  三重県では現在、令和3年度新型コロナウイルス感染拡大 

   防止啓発事業計画が行われている。 

  日本ボリビア人協会では令和3年度新型コロナウイルス 

    感染拡大防止啓発事業計画の補助金を受けて、よりスペイ 

    ン語園の人たちに情報が行き届くように、ラジオ・ラティーナ 

    ・イン・三重を始めた。 
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★政府が行っている支援について 
日本人、在日外国人に関係なく、このコロナ渦において日本政
府は、緊急小口資金・総合支援等多くの支援を行っている。そ
れだけでなく、多くの支援団体も活動を通して支援を行ってい
る。 
 

★外国人が支援を受ける際の問題 
支援に対する情報は多くの主要な外国語で表示されているが
その情報にたどりつくまでに日本語しか書かれていなかったり
して、なかなかたどり着けない。 

また、外国人の中には情報を得て、支援を受けられる条件を
満たしているのにも関わらず、申請して断られる事例が起こっ
ている。 
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外国人対する支援 
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★外国人への支援の在り方 
 

外国人がより支援を受けられるように、情報に簡単
にアクセスできるにようにし、どのような方であれ、
支援を受けれる条件を満たしているのに、支援が
受けれない事がないように対策を打つ必要がある
と感じます。 
 


